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CT perfusion imagingとdual-energy CTに基づいた急性期脳主幹
動脈閉塞症に対する急性期血行再建術の適応基準の構築

脳神経機能再生外科学／脳神経外科学教室

急性期脳主幹動脈閉塞症、脳循環代謝、急性期血行再建術、治療適応基準の構築

顔写真

急性期脳主幹動脈閉塞症例に対し、術前にCT灌流画像を撮像して脳灌流の各種パラメーター
を評価します。術前後のMRIを評価し、閉塞血管の再開通の有無と脳梗塞の完成との相関につ
いて検討するとともに、術後の頭蓋内出血と造影剤の漏出を鑑別可能なdual-energy CTを用
いて、出血性合併症との関係についても検討します。それらの結果より急性期脳梗塞における
脳循環代謝の病態を解明し、急性期血行再建術の適応基準の構築を目指します。

本研究のフェーズは、□基礎 □基礎～臨床 ■臨床 です

講師（学内）
南都 昌孝

急性期脳虚血における脳循環代謝の病態を解明し、脳
灌流画像に基づいたより正確・簡便・安全な治療適応
基準を構築します。

急性期血行再建術を行っている関連施設と連携し、CT灌
流画像に基づく治療適応基準の標準化と治療成績の検証
に関する他施設共同研究を目指しています。
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（本研究は共同研究又は産学連携を目指す研究です）


